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平成18年鹿献血受入計画について（概要）   

日本赤十字社では、「安全な血液製剤の安定供給の確保等に関する法律」第  

11粂に則り、各都道府県と協議し、平成18年度献血受入計画を作成いたし  

ました。   

目標量については、必要とする血液製剤を過不足なく安定的に供給するため  

に、全血献血で給133万L、血小板成分献血で約32万L、血祭成分献血で  

約31万Lの合計約196万Lを確保いたします。   

これらの目標量を確保するために、国、地方公共団体等との連携の下に献血  

受入れの推進に取り組みます。  

1．献血者の確保対策   

少子高齢社会において、献血者の確保は重要な課題であり、輸血用血液製剤  

の安定供給及び安全性向上の観点からも、若年層及び複数回献血者の増加を中  

心として献血者の確保を図るため、以下の取組みを実施します。   

①若年層をはじめ、広く一般国民へ向け、献血思想の普及啓発及び血液事業  

の周知を図る  

（診輸血用血液製剤及び献血由来血祭分画製剤の安全性に対する理解を求める   

③全国キャンペーンの実施や各種広報媒体を活用し、国、都道府県及び市町  

村と連携して積極的な広報活動を展開する   

④企業等をはじめとする献血協力団体との連携の強化やボランティア等の育  

成と積極的な受入れを図る   

⑤情報提供等のサービス向上を図り、複数回献血者の確保に努める  

2．広報活動   

平成18年度献血受入計画達成のための広報活動の取組みとして、（か国内の  

献血血液による「国内自給」を目的とした広報、②複数回献血者及び献血登録者  

確保のための広報、③一年間を通して安定的に血液を確保するための広報、④  

若年層への献血に関する普及啓発広報の4つを重点項目とし、年間を通したキ  

ャンペーンの実施及び地域に密着した広報を実施してまいります。   

なお、テレビ、ラジオ等を活用した全国的な統一献血推進キャンペーンとし  

ては、「愛の血液助け合い運動月間」（7月）、「全国学生クリスマス献血キャン  

ペーン」（12月）、「はたちの献血キャンペーン」（平成19年1～2月）、献血  

者が減少する時期の広報としての「春の献血キャンペーン」（平成19年3～4  

月）を実施します。   



3．安全対策   

献血血液の安全性確保への対策として、平成16年10月から検査目的の献  

血防止対策の一環として献血受付時の本人確認を実施しており、平成18年度  

においても、更なる適正な実施を行い、「安全で責任のある献血」の普及に努め  

てまいります。なお、より適正な本人確認の実施及び献血者の利便性専を図る  

ため、献血手帳のカード化の導入を進めていくこととします。さらに、問診業  

務の充実強化に努め血液製剤の安全性向上を図り、安全な献血の受入れを確保  

することとします。  

6   












